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１．研究計画の概要 
 本研究は、日本近世の宗教に関する個別研
究の成果を総合化し、包括的・通時的展望を
図るための論点を提起すべく、近世における
宗教をめぐる通念の形成と変容とについて
の検討を行うものである。具体的には、（1）
通念の形成過程における、地域社会・宗教
者・諸教団・幕藩権力などの相互間の情報流
通・伝達の具体相の解明、（2）社会における
宗教をめぐる観念・通念の具体的なありかた、
形成のされ方の解明、（3）教団構造や、宗教
施設と地域社会との関係をめぐる構造分析
的研究の三種のアプローチにつき、(1)(2)を中
心に適宜(3)を加味し、有機的に関連させつつ
研究を進める。 
 
２．研究の進捗状況 
 (1)寺檀関係、とりわけ一家一寺制や、離檀
をめぐる通念について、法令・判例との関係、
さらにはその背後にある社会情勢や情報流
通のありかたとの関連に留意しつつ、その形
成ないし変容の過程について事実確認およ
び分析を進めている。 
 具体的には、加賀藩における改宗・寺替法
令について、その発令経緯や意図、影響など
について明らかにした。さらに、幕府代官な
どにより局所的に一家一寺制法令が布令さ
れるようになっていく状況・事情、背後に想
定される情報流通や在地の動向との相互関
係などについて検討した。 
 
 (2)「宗門檀那請合之掟」「東照宮御条目」な
どとしてよく知られるものや、「諸寺院条目」
としてよく知られるものなど、従来漠然と寺
院・教団に有利な偽文書としてよく知られて
はきたが本格的な検討がなされてこなかっ

た寺院関係の偽法令について、筆写事例など
を博捜して、文献学的検討や流布過程に関す
る検討を加えた。そして、今後、膨大に存在
する個々の写本を検討する際に軸となる基
礎的事実を提示すると共に、寺檀制度に関す
る通念の変容との相互関係につき考察した。 
 
 (3)越後・与板を事例に、小城下町の展開と
宗教的要素との関係につき、周辺に展開する
宗教施設にも目を配りつつ考察を加えた。 
 
 (4)地域レヴェルでの、近世教団の形成に伴
う寺院組織の変容やについて考察を加えた。
また、高野聖の廻檀への反応や、神社支配を
めぐる真言宗寺院と神職とのせめぎ合いな
どからみえる、さまざまな信仰や宗教者の競
合・共存状況について考察した。さらに修験
と僧侶との競合関係などをめぐる史料につ
いても前記(1)とも関連させて調査を進めつ
つある。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 一家一寺制や改宗・寺替をめぐる法的判断
を含む諸動向、寺院関係の偽法令の流布過程
と書写系統など、当該問題を考えるうえで軸
となる事象について、史料の博捜に基づき、
具体的な事実解明を進めることができた。さ
らにそのうえで、寺社政策をめぐる情報流通
や、政策と通念との関係について新たな論点
を提起することができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
(1)宗教関係偽法令については、さらに博



捜をすすめ、併載史料との関係にも留意しつ
つ、形成過程・流布状況と通念の形成・変容
との関係についての考察を深めるべく方法
を模索したい。 
 (2)当該問題を考えるうえで軸となる事象
につき、通時的展望を意識しつつ、さらなる
史料の博捜、事実の確定を進めたい。また、
ここまでの研究で得られた知見をめぐり、諸
宗教者に関する政策との関係や、近代の通念
との関係などを意識して考察を深めたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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